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l~J (!/1じこして.： ; ＜必要が;t,7, ;) 。 三ぴ） －~般的々 J/\J題
に！もIJ息して、 み近の41J f~近代史liJI冗；こお U て ιIHI
しておかなければならないのは， 狭間直樹氏，石


















































1J:1的契機と ll:I際的契機の統一的犯握という J.ntJ~，だ，.1二山問、 11fU1il,j氏び）研究がバf出iされるのも，
この再生産構造白｛約二に依拠するのでなければ，問題を正面治る「3 あっかおうという積禄的なi主勢が
_':; '.tざまの資料山中に埋もれてしまう恐れがあi: ft氏び〉整Jlj!そこ：こうミ主；JiてL、；5,jゐムーでふ 弘て守






(-r'.J ,'._ ;lf-；でありえ／.i.いことは1)-jらかで，h"1i",j, t, 
む＇・il’宅f引を・，ti七｜；主義；二従属した ir'l判［ij家権力どの





















(IL I ) け：！日11'1(,Jl【I,1,1j1一代史： jパr;~ 'li十）！ノ！二め
し） :J r' tノyfiJil', ；；ふつ れづめ；る，＇，＇ Il ( 1-l~; "(• J （『 t~ Iい
!'t火、JUJ t~ め L:J、 99 > J, 1964:i11 J J）。 i,11、t了 r;e 
'-. 干（，o，ノ＞IL'i）守j,.l）（常連lfoj （東川文化研究所制『 •iUI’
λ｛仁川だ，1JrK:r.於』， :.i¥3711t, li( fli40九九月〉。
(i'. 2) 'i ilrぎ仁 l『•1；「 l !1¥EI，正fUI::沿f'，＇.•こ 1%1 j」J ; -) 
• ，・，え ／jにマノL、」（『片？！と学研究』， 312,; , 1966;1 
5 i! l，りベーン／。
(I]: :1) { i 1米r,163ぺ／ υ
(i,:4) 1JIJl'J' .のす、i立：.；：, -＂＿）＇：【iJ主f全日＇fえた！にに
fl.よ：，； jしく〉， γJ、／殺す？？をのl1 r,1の＿）［＇/J'i Vノlr[1J )J ~- t'/! 
人主犯陪約に.ci'Y>, L ／：がノて「！－ ,';i¥ti,j;_'; Lこ一一一二 c'I
l），＇.介、漫人支配階級ぷ〉凶際的向 'I'}, iせLt:[e~ 家芯~， ι
＋~， y,1 ， ととぷj見され←こいる店主I_, f二J'オ口：一j ( '! ！ 
i じI':,2 .：，ン） ：こ，r，千：
,: I，ド郎；；f』／，n・生i仁と foU号士4 fえ宇な刀、 ｝， i給制f
1'-J fぷ1-':！亡。丸山J:.f｛， かil：ヒ I.Cゆく，/ibt己主！らえ J-, 
,: Lζいる」 C 'l.-Jトら七f'.i, らべ－ ＇／）小 tii正明lC:,
洋jr'i,_,',:i,', l三人♂J{j}f’汗，そし一ζ与＼ 3；こi→，己1Ji:l/:J, {il！九
日叫しJi,)f '1t、あふ。
Ci：日） •］、付 J-( •l1l1{i!J. f＇，史 JJt,J'I＇にョベ、ご J(u!W 
リ：f州 Ji'』， 317,; , 1966｛ドlOJJ),7〆、ージQ ！」t較ゴ：
後に持ち越与るべき問題は多L，、とないのであり，
イIトl:jt¥：びJ[if支怜丸山と f，ぇ資本主義に｜弘Ii主L〆て，
' ) ｜付注支配階級山ソ Iし：，)] ／）＇ そJJ現象11よこ.；）
とし、〕外よょにl：，よってL、ふ，：，、 iY山：＼ } (r'.JL:正HJ







































ごという「【！C:k'i的契抜」三重視すか，＇／；請を引 T '), 
lをに「世界史像の再構成」としてm題が設定された。
での問者か統一的にtl1押する「原:Bl'的な方法Jについ
に，和Lil/,j,',j 氏よ t; IこれをU 、ン原理的討；会jは
組織されず，「原理的討総を欠くところに／Ji＇.乱は必烹 j
であった（革ll 作！春樹「策γ ジア廃史像の検討の ri~· ；m 01 
I山にj〔「J快史学研安L 311号， 1966年4月J,3:'iζ 
ジ〉という批判がある。
（注6) 司1井彦七郎， 58ベージ。


















































































































ト書強しつつ、 経済面においても、 主ことえ：王別々 に
j’央i草1；；設権をJを1与しそれに「手って資源を：存取する
とI，、う形態を捨てて共同｛苦款を通じて鉄道設設を







l瑞記綿紗廠｜が設：，にされ（ I 20¥ また「開平砿務
j斗」が英国にf己却されたのをはじめ北洋平！JZ僚のこ
とごとくカゐ民国の掌出下；こはし、 IJ 〆1120, ~': Gりt王カ￥
英国資本iこにる｜瑞t/i機持倫船工廠_1!，ぷ＼］＿ーさjLる
〔I22）と＇ ＇う状態であり， 1916年末の中i!;.!<l）：外偵’総
得i土110メ兆77kfcにものぼるものであ－＇た （1, 23," 






































































































































































〈注 5) 中村義「辛亥革命史研究をめぐってJ （東
洋学僚協会編 f東洋学報』， 45tき，第4号， 1963年3
月）.552ページ。
(il: 6) 佐伯有働「中国近代史研究についての若千
の刻題j （『摩史学研究』， 311号， 1部S年4fl), 12ぺ
シ。
en: 7) 林要三「中尉歴史学界における洋務運動研
究J（『於史学研究』， 311号， 1966年4月）， 16ベージ。
（注8) 中村義「帝国主義形成期における中国社会





（討：10) 何F循正， 5ベ－ yo
(il:11) rf1村義， 22ページ。




界歴史ふ 23巻， ~·r技力店， 1969年）， 413ペ ジ。
（注16) 江口朴郎「帝国主義時代 I一総説ー」（『世




界歴史』， 22巻， 1＇；波 ,it店， 196911),298～299ベージ。
〈注19) 井上清『日本帝国主義の形成』（岩波書店，
1968年）， 57ページ。






〈注23) 陳真，銚浴合編『仁I• 国近代工業史資料』， ；；｛t








（註26) ; .'i J正た ft'舟」： irnrにむけ ＜ン SJ.ii~ ,:i 'lt t / 
'l Jョア寺？ノ＇；， I イR:J1ri」（『井i史学M光』， 183(J, 1955 
q 5 fl〕， 28ヘ ＞ o
(il:27) ｛［川米 T,123・ 、ー＞＇o
〔／！ 28) ,;)j f奇九現 rr干1::・ r,1 J／立死量：； ~;; tヘ＇（ .;,- I (I: 
ιf/' ；＇－｝；＇［： リl 戸子 i11f 花パ ！•，， 正＇1.'IIHU, 5 ,:, li({f11391: 11 
Jl ), 123ベーン O
(;L29) ：同亡例『Ii' I 1ミむi工業）CI必ずリ、高i.u ( I i1，内
/1) 1,J出向f, 1931'.i ), 67 ' 
（「1'30) 'i」ーがi,58- シ。
(il'31) !:llii 明「 i'！＇，末： i•I ’J に I I J-；：，ヰi'cf;i!被，＇I',・,
,i，し人J(.,i /¥ 1 IJ) 0 n ；＇.：糾i『？itにs1≫-i/i｝［冗J:, 必i十人，
1960’i 7 Ji〕， 90～92・ ' 与 0 
(i 132) ！＇よ I＇.「耐えぞか析すに 92i＇説、 fl 一：ろ ；；；｛：，~
！？に J礼、て ll, ごう l f「江主ゴ1I'. I ti:7 !', j乏にわけら
卜1.'i, i! ;,K(iりJ~: i'r i・ Jムけ＊＇: : ＇勺 l》 1,・ ＇・、ω
(i 33) ；：人l：γ，105〆t
(,134) ，’ii;J9'' 5 } 251＇，「，＜；｛｝手 td?!U U} ~• 
:c' ；－＞令， l』， 凶作 :114), 42ョーノ乙【 てr , " I di>( : , J}i,(1 
中心科；；1TI··~.·＋サ ¥ I, 人 、子， " ;er，＼.前Ii，子i':100 / i '. ,p，λ ｝ 
(;)35) ヒ：，；15118 'i［リ 6I:, I＂.：，せ町長｛；！｝川 1日J, 8 
，／。
C i.136) i;, •I ：ド， 108 〆しージ。
(i137) K'!¥16午 4;122r1，「致以上lui＼＇欽 ，＇（ J （『J，丈
T♀J 1'.t( J, ~ 135，厄＇＇ .Tl4〕， 9～10“ノ 0 
「汁 38〕 1f~ 1九 141・' ＞の
I ! ti l司紡拡亡業のJr;Lt出的n栴




:1 年後の1902年には；｛＇， Jjj山jの資本をL ≫ミ 1ラf-，＿コ






った， I 2 ¥, この発展を紡iよ数のみでみるなんラ マ-c 
のJへてが張之掛から払L、「げられたもので， iお
部片？を各地に，，定置した張之掃の意rt,1を張：与が受け
た（， :1＇怠 I｝しか持たなし、のであるが， この設立に
あたっては， 宵僚がらの1二j歩をさらって民！前かん
の資本がtr.かなか菜ま人ず， 紡続機の払下げさえ
も’（＼］荷台弁の点：は張 :L＼：がそのい／、 c~ I,、を引き受け
るといろこどでその代金 25万jil,jが上うやく集まっ
























この例のように紡結工I 7 ， 態が生じるのであり
業t立高利貸的性格を持った資本の投資対象のーっ









I IC%)! 1(%)1 i(%)1 
1894～98;6,838! 441 99,95662.8;50,635:32.Si 
1899～033,939( 1.3; 215,8957I.482,57S:27.3i 
1904～086,62{ 2.2) 216,44176.675,12325.2, 
1909～134 4561 1.4 223,81568.598,50530.11 





たどに（工「rn<H；；下の手kから冬にかけて Jjiliふ，F / , .l ＇、
，三）挙jヒ3港
今 i変イギリス インド日 本台三！
（うも）｜ ["(%)i ,(%)! 
1894～9812,721 4 1212,602,67.4: 89,95428.5; 315,278 
1899～0310, 797, 2 .5173，応641.1,239,09456.4;423,747 
1904～08. 9,174! 2.0213,86?46.6235,42051.4' 4!う8,461
1909～13! 1, 9631 0 .4?01, 539戸11354,470;63.51557,945
Wli ifi) 厳中ード『中l号線紡織もl:稿』（！ヒ京，科ミシ出版
位， 1955，；ド）， 130～131ページ。







点、る L 寸土 1·.J；~t をつと
/pg益，;{t，糸i1J!,;¥i tJ点滅：｜犬柱、で、


















1 9 1 2 . so 230 I 310 
l 9 1 3 i 120 270 390 
t 9 1 4 I 160 250 410 
1 9 1 5 I 160 260 420 









それぞれHJlj1 ，~i ，ゴ（ J iJ1,t,1 d〕利益がふ.，た。う〉隠k，淀
:r.のた／） (T）資本を！；；；った 1901年に ＇｛.，ては初｛！‘肢
の利益のがJl O｛］＇人 ιH刀l向の純益をあi「てし、るので
治資のあ•）だ 19()1 「［.，,J》1屯症をふ；丁、
その発／1,¥j必f'1tでil:[こ二＇二見ることく，ある l ' 10 '0 




















ング1女：有力hとられ亡L、たと L、う＇ 1 0 すなj) h当
ヰl艮紡誌に主日〉全般（｛Jtc l寺の綿糸l行効の状況は，
ラヲ
市場の形成を＼ ＇土ど 1字らにはずiーさt，；＇、t:/)7;, it"•,·’ 
モオLでは：li」｛tり紡こうしたがυ兄で，f二日〉であるむ
1971010058.TIF







公式に悦W-l全{jctl）約91)j}II に~＼.'/ /( ，，、のごある。
i凶（， i.( L、で千十地にJ仏1iJl.-~ J.Lた数設の多寡を〉、Iゐ J
a般に速i同JU1，、び）輸送/;' /)' i）；上 hL、日）｝ぐキ〉ど，；ウ：ラ
統，J：こfJl，わh！仁Lリト周検fl"i'.はi毎L輪j去であり，




















































































































































































































































































































































































































































































































I fン ド 似
〉／こという傾向i上J巴起することがでさょうし 1-0 
~r主 t-fl 'V・f t なl ：）；乙を •ji方一》二び｝綿糸di地に院iL干し
東北のー；大diJ)j ;.~ Js 品けιドサぷ，
l1J岸良i¥
ノたのi払｛日出よ i’i官、革、q，と lil,ltに［古j！）ミう二土にたるi





;i~＇，〆伝のみみ i今b・，；；＇；）也が伝か ＇） fことすればー
~ct 1：；伝カ‘ム各地へ怖送された的；l，！品
間 ijl＇.！日 I I 19}3汁； 1914午 1915年 I1910¥ ' 1917午
前H :i', I 
(lf.'r: j1) ,l18.0956G2,267 673、613766、901 908,197 
in i i 
(1j1iγ：，E) 4li0‘409617, 945 Gci9噌 9S2897 , 26:s I ,06:i、020
m絞治ーん ｜ 
(! 1.fi,: 1と） l:l7, 045 210、1892()4, 26X clfi3. 192 429,909 
（！日行）I') 汀叫す＇~；／＇：庁：：：r 三 fl綜 Ti t:l/iVn1ijft j乙IKNi付









;f 5表外l瓦INr, ＼モ， rf1同綿糸の：色）［，日＼］＇］阪 i(:,r；正（5 1: ・VY.J) 
(1, 長i工中・｜→流治への時入 c1:.1,t：担I)
{f" 外 i斗市＇rl糸 I ,1，耳鳴糸 i' 
C%'l (0ら）！
1同94～9月 211、CJ:l.S 8ii4 33,424 13 6 
1白99～03 486,795 77A 141.813, 22.,1 
1904～（kl 5J7,3]i:J 8J.2i 108,459 I 16.8 



















外｜口 ：i),t 1!=1 ir"1綿糸；
！ 一 .(%)1 一一一！（%）｜
1自94～9凡I31S, 278 93. 7 20，品53 6.:l 
1899～03! H'.,9日5 97 .1 37‘向fiG 7.9 
1904～O内 5,l:l,5:.C9.吋9.4 63『 397 10.6 
1909～13 581、433I so.1 144司 757 19.9 
(Iトi同庁〉 Rじturnsof Trade and T, ade Reports, 
Pt. I. i&中；I'-J't'!lユ棉紡微量：稿j〔！こぶ科学iU版














げらjlて＇，＇るのは , :1-Jj,r外江の問。） ＼；ど1t!J/J；比較的


































｜ ；江蘇省嘉定民 I 
! : （注）この地には紗廠がな｜
j燦定綿花約14万担！いため，王手紡業に用いら｜な し







































































































〔；＼： 7) 1H;H'1’T’r:n訴『j,I勢紗照的発＇ L一発展l]i'fv.tk』
( l・.ifu, Lii1証人101¥!fれ， 1958;!), 32ペジ。
(/18〕en9) 『1J;i 析がJ総予状況月行溺』， 4ベー ザ υ
( (I 10) 民主1[1f' 142、← C o i: I ！、＇cfんが校＇，｝ (J保
父sL三’iJ<J t I) 0 
(itll) 長女，1,で， 128すとーン／。
( /112) 『：10T宵th獄事：状況！付紙』， 19ーと ジ。
(/113) l~i:1!1 、I\ 141ヘ シo .N: 1¥il可紗時半心事E，設備
Ii’Jj胆！成分ザ1,J r: lj "I q_。
(il 14) lJト｝dt1913:(JJ企f/1.1 !¥I牛j[flj／；守（
設1がに iんで＇tli号し，の地の人民は多くは益蚕，
十九、こ♂）1,lifto1ボ
( I :ioI ¥, 
なおl対話？？に士でF>i；γ〉なL、の；立、


































(lie；υ6りJ I , !i/;, :,EJ 
10,881,333 1 43,825 
258,266 16,301 
323.333 ! ≪.140 
til.066 89,433 
7. 107,200 1 25,616 
260,800 27 .026 。i 83.185 



























































;t:J{fr以外山H色t乙約結：i：主- 1~ I t ，、乙汁一円、 z‘／ ,. C. I・' v、） ふ、、 t,,, ＇司
が本格的；こ設立されて〈らのはとうやく円山午、
I t1{J；（紡織rn,n［革新紗廠！、"':i章日）「俗jじ紗年FU、
















i止にそブ）強化k刊行i三！1二義 ＂n（！，属（））深化It t( ＜、
どまれくと 1, • ~' i'WHl'.:i也、（JI連山 it会に特1ーのけー
(!, ！り， i，的 ，＇（J，践す1;,c.し円刷，虫｝～21 C ,; ,, ,;I,日
これ、 , l U' 叫，＇；；，；，；，， Ji, ，·~がお l 隙i6 'I（るω了， Jこt い
'1,',J[;J に ll i均.，.＇i• .,, ljご；J/li1i! (; IこJJけるぷ：； 2朕） ' 
メ j九！内の池をおfと，tCJいじ J ／二 i，刈P.＂、ω峨J莞：1；よ人
,!', ij雲行ドr 此‘、仁川，l,!•vlc域 CJ.Ii¥湖， 九li ，川＇1,r'Jl'/c,,', 
,Y；〆 u .！：がっ 『時山紡績 ifがik比して綿糸！，坂＇：： r’
Jし、 i出1/J人＇sし！，叫， 崎・七 lしJ 、・，，そUH'¥;j：走りく，1.1此同小：Ji,













(i i 19) 
(iド20)
ン。
（，ド22) ,;J JLJ漏れ↓｛［オl1L＇.交易』（ UhI,
,1:h'., 1940l二）， 1 , Z ジ。
Ci+23) 『汀分行紡織業状況外主将』，
Ci＋て24) 『{J府有志山織染状況タト編』，
(il25) 『tJ’｛E',{r,疋交易』， 76・ミー ν。
Cil'26) 、一提言担係国際貿易問編『中［f：実業誌（iil千i)













(: ]: l ) , I 1hl'.と」fl」治三Ht, [',1.1Xf；紡 i~， i, 状況1:/i
初,;iC冊、， iL≪伝ドすT業）う＼， fl, 1919;1 ), I し
〔，；二 2) 『Jがも医科証n状況；J恥J,57・γー／。
〔！I.'.l) J¥':ir,2＇」1;; er; 5 U，「；， /t;fH坊に Il ([i'•)J, 
）.，京f土c;, 'Lt を13, うさ議43), 16、ν。
Ci+ 4) 『江総省1心絃Yi状況：；r:若手」， 2 ／ー／ o
（ギ 5) 『.[f，・.すi恥絵芝状況！；十！お，；.J: 4ぺ 〆。












とし、うJ｛民的t仁fMrli十rで＇{fと二 7，でtt.c L、(i6 ', 
f, （／）もありう
C/127) （バ25)J; t r.<(!!26）をが照。
(d28) I·:• YI i・)L!l:k'.1ごJ;:I ;:,: 1, ',.) t史；己ぷ1,"(1
' l吉川；：ド，..1 （『呼（ γ ＇ :i／ょ に；1 '•Tur: i,Pi、 iのf、，：； ' 
1967il）、 1οlJ 、
「ii'29) r. ;r ↓司 30・ 、
(ii30) ＜、d '(, 265 ：ー／ 0 
(;J:31) ~＇）！［『~！！＇ j ＼で｝.MrTrYJ WHilfJ'd < i・.du哩十J
.'ic ; 'r ¥f次／ii/,'-i, 19:-36; ), 9～JO、
( i 32〕：・う＇I, 11～12、／ ι
（.十：-3) l♂！うい ]3< ンn
Ci :i4) 一 ；、；主「jキj也＼＂＇－ h＇状況；：，： ;'. •• ，、i1)t,: C ,1‘i, 




インド綿糸 i H本綿糸 ｜ 中間綿糸
（基準：叫） I i基準時） I t基準： 10～）
]2番手 / I ¥20番手 ; I 20番手 I 
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ここにうかがえるのは，ウト l叶綿糸山 ~c府士山J な流入：＼（ ill.I主宰；jL}jffrj ；こはた
二の流入；J1iゐj折J佐々を例外とす
心ものでは／スく，
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このLf1 ！日村井直下－－~の！日機構との 1;,n電化は‘ たな発展は絶えず地主告I］やそれに寄生する商業資一体
そしてこの包摂過，；.：，こ包摂されていくのであり，にこうした外同綿糸の流入に伴う：去付の変動にがく














































































太、｜川、！；HIハ；仔J_;:cふむ＇＜、 tUlil ¥: C、,l,1I), 必要不1J欠な七のであ J 》たことが改めて強訴され
、 1'111与の~Jj花貞［~が以上のよ.) 
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て特殊な事情にあ，－，たわけで，そ内店、i訟で、その発 たか r , たのであり、ことから紡績工業のrft立のた
肢は綿花ど、、かに淑仰iに入手し・1ゐかをいうり色 めには単に綿花が存在するかどうか土いうとどは
条件に規定~れてくる面が大きく、 そこに，tたざi u二， それをどの工う lこ入手するかという条件が






どがあげんれてL、る＇I・ 2Sのも， こjlにl!fl.iをして喫 ず変動を余儀なくされながらも，場合によっては
I＼まのあるとこんむふるu そして逆にいえば この ！初日がまた布日々も兼併するj ((• :l! iというごとく，
事情はそのけ也条件が悪ければ誌本（JZ! ,: I厚生陀i~i 色体とし ては常に一体化しようとする衝動を持J 》
店全惟＿｛r:-iふことえ不可能であ〆》たごど七小 Lて て：、fてりそして第 i次大戦11jの中国紡績工業の出そ
し、右，＿， たとえば If:伝子I蘇？右前中廠J ,t i綜，11,tれと






雑に陥った。 h；止し、 8, 9月以後綿花‘が安く綿糸が
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を：民本的に性格 J iける一つの流lt' 合1fi的t（外！：
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見ること IJ，できょう、
すでに述べたように‘ この｛1Jlj:;>f清造 f;t 設l~そ
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